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西東京市都市計画審議会専門部会 

都市農地の保全に関する提言の骨子案の目次 

 

１．西東京市の都市農地の現状 

１）都市農地の減少と転用（土地利用・都市基盤整備） 

・都市農地の減少 

・農地転用 

・幹線道路沿いと居住環境地区における農地転用傾向の比較 

２）生産緑地地区の解除：これまでの解除と 2022年問題（生産緑地制度） 

・生産緑地地区の概要 

・生産緑地における栽培作物 

３）農家の農業・不動産経営の現状（農家の生計と自作農主義） 

４）市民農園、農業体験農園等の新しい取り組み（従来の農業からの転換の兆し） 

５）公園施策との連携の可能性 

 

２．都市農地保全に向けた考え方 

2-1．都市農地保全の意義 

１）自作農主義の推進（農家・農業の視点） 

２）「健康応援都市」の推進：市民の健康と都市の健全化（市民の視点） 

３）「グリーン・インフラストラクチャー」という考え方（都市環境の視点） 

４）グローバル化した「フードシステム」がもたらす課題への対応（グローバルな視点） 

2-2．都市農地保全の手法 

１）住宅の開発と都市農地の保全の両立 

２）草の根的アプローチの推進 

３）農家・農地所有者の経営モデルの模索 

2-3．施策展開の方向性 

１）モデル・プロジェクトの実現 

２）都市農地を巡る制度的対応 

３）市の関連施策との連携 

 

３．東京大学・トリノ工科大学による提案（参考） 

１）東京大学大学院プロジェクト演習（2018年 1月） 

２）東京大学・トリノ工科大学合同ワークショップ（2018年３月） 
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